
－ －

第２章 県政の重要課題について

重要課題として県に力を入れてほしいこと（問２）

県では、現在、新たな県政運営の指針の策定作業を進めているところです。今後の県政を推進

していく上で、あなたが重要課題として県に力を入れてほしいことは何ですか。５つまで選択し

て番号を記入してください。

【全体】

「若者に魅力的な働く場の確保」の割合が ％と最も高く、「結婚、出産、子育てのしやすい環境の整

備」の ％、「介護・福祉サービスの充実」の ％、「誰もが働きやすい職場環境の整備」の ％、「高

校生や大学生の県内就職の促進」の ％と続いている。

 
 
 
 
 
 
  

－ －

 
 

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 介護・福祉サービスの充実

４ 誰もが働きやすい職場環境の整備

５ 高校生や大学生の県内就職の促進

６ 医療提供体制の整備

７ 農林水産業の担い手の確保

８ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

９ 道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上

県内への移住の促進

快適で安らげる生活基盤の整備

鉄道や航空・地域交通などの整備

豊かな人間性を育む教育の充実

中小企業の安定的経営の確保と競争力強化

安心して生活できる地域コミュニティの維持

貧困や虐待等、複雑な事情を抱える子どもへの支援

女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援

秋田ならではの文化の振興と発信

犯罪や交通事故の少ない地域づくり

国内外からの観光誘客の強化

教員の指導力向上

温暖化防止活動や自然環境保全対策の推進

自殺予防対策の推進

食品や水道などの安全・安心の確保

スポーツの振興による地域の活力向上

農山漁村地域の活力向上

健康寿命の延伸に向けた取組の推進

企業の成長分野への参入促進

英語教育と国際教育の充実

産地間競争に打ち勝つ米づくりと販売の強化

治山治水対策の充実

企業が必要とする専門人材の確保

学校施設の整備

新商品の開発や販路拡大による食品産業の振興

地域防災活動の充実

野菜や果樹、畜産物等の生産の拡大

ＩＣＴによる便利な暮らしの実現と地域の活性化

農林水産業の加工・販売の促進

ＩｏＴ、ＡＩ技術等の産業への導入の促進

秋田スギや木製品の生産・加工・販売の促進

動物愛護活動の推進

健やかな体を育む教育の充実

水田の大区画化や汎用化の促進

学力向上に向けた取組の充実

生涯学習機会の充実と学習効果の社会への還元

ふるさと教育やキャリア教育の充実

文化遺産等の保存・活用の促進

大学等の地域貢献活動の強化

企業の東アジア市場等への進出の促進

水産資源の維持・増大による水産業の推進

無回答

 



－ －

第２章 県政の重要課題について

重要課題として県に力を入れてほしいこと（問２）

県では、現在、新たな県政運営の指針の策定作業を進めているところです。今後の県政を推進

していく上で、あなたが重要課題として県に力を入れてほしいことは何ですか。５つまで選択し

て番号を記入してください。

【全体】

「若者に魅力的な働く場の確保」の割合が ％と最も高く、「結婚、出産、子育てのしやすい環境の整

備」の ％、「介護・福祉サービスの充実」の ％、「誰もが働きやすい職場環境の整備」の ％、「高

校生や大学生の県内就職の促進」の ％と続いている。

 
 
 
 
 
 
  

－ －

 
 

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 介護・福祉サービスの充実

４ 誰もが働きやすい職場環境の整備

５ 高校生や大学生の県内就職の促進

６ 医療提供体制の整備

７ 農林水産業の担い手の確保

８ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

９ 道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上

県内への移住の促進

快適で安らげる生活基盤の整備

鉄道や航空・地域交通などの整備

豊かな人間性を育む教育の充実

中小企業の安定的経営の確保と競争力強化

安心して生活できる地域コミュニティの維持

貧困や虐待等、複雑な事情を抱える子どもへの支援

女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援

秋田ならではの文化の振興と発信

犯罪や交通事故の少ない地域づくり

国内外からの観光誘客の強化

教員の指導力向上

温暖化防止活動や自然環境保全対策の推進

自殺予防対策の推進

食品や水道などの安全・安心の確保

スポーツの振興による地域の活力向上

農山漁村地域の活力向上

健康寿命の延伸に向けた取組の推進

企業の成長分野への参入促進

英語教育と国際教育の充実

産地間競争に打ち勝つ米づくりと販売の強化

治山治水対策の充実

企業が必要とする専門人材の確保

学校施設の整備

新商品の開発や販路拡大による食品産業の振興

地域防災活動の充実

野菜や果樹、畜産物等の生産の拡大

ＩＣＴによる便利な暮らしの実現と地域の活性化

農林水産業の加工・販売の促進

ＩｏＴ、ＡＩ技術等の産業への導入の促進

秋田スギや木製品の生産・加工・販売の促進

動物愛護活動の推進

健やかな体を育む教育の充実

水田の大区画化や汎用化の促進

学力向上に向けた取組の充実

生涯学習機会の充実と学習効果の社会への還元

ふるさと教育やキャリア教育の充実

文化遺産等の保存・活用の促進

大学等の地域貢献活動の強化

企業の東アジア市場等への進出の促進

水産資源の維持・増大による水産業の推進

無回答

 



－60－ 

【性別】 

上位 10 項目のうち７項目は男女で共通しているが、男女で異なる項目として、「地域経済をけん引する

企業の創出・育成」、「道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上」、「県内への移住の促進」がそれぞれ男

性の４位、８位、10 位となっている。また、「女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援」、「豊かな人間性を

育む教育の充実」、「快適で安らげる生活基盤の整備」がそれぞれ女性の７位、９位、10 位となっている。 

 

55.8

30.5

22.1

21.8

21.6

21.3

21.1

17.9

15.3

14.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 介護・福祉サービスの充実

４ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

５ 誰もが働きやすい職場環境の整備

６ 農林水産業の担い手の確保

７ 高校生や大学生の県内就職の促進

８ 道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上

９ 医療提供体制の整備

10 県内への移住の促進

〔男性〕

 

 

51.7

31.7

28.6

28.0

24.6

18.4

16.7

16.3

14.8

14.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 誰もが働きやすい職場環境の整備

４ 介護・福祉サービスの充実

５ 医療提供体制の整備

６ 高校生や大学生の県内就職の促進

７ 女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援

８ 農林水産業の担い手の確保

９ 豊かな人間性を育む教育の充実

10 快適で安らげる生活基盤の整備

〔女性〕

 

 

 

 

 

 

－ －

【年代別】

全年代共通で「若者に魅力的な働く場の確保」、「結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備」、「誰もが

働きやすい職場環境の整備」が上位となっている。また、年代が上がるにつれて、「介護・福祉サービスの

充実」の順位が上位となっている。

～ 歳と ～ 歳では、 歳以上にない「鉄道や航空・地域交通などの整備」が上位 項目に入っ

ている。他の年代にない項目として、 ～ 歳では、「女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援」が 位、

「県内への移住の促進」が 位、 ～ 歳では、「道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上」が 位、

歳以上では、「豊かな人間性を育む教育の充実」が 位、「快適で安らげる生活基盤の整備」が 位とな

っている。

54.5

48.6

28.9

21.8

20.1

18.0

17.8

16.1

15.6

12.8

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 誰もが働きやすい職場環境の整備

４ 高校生や大学生の県内就職の促進

５ 女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援

６ 鉄道や航空・地域交通などの整備

７ 医療提供体制の整備

８ 県内への移住の促進

９ 介護・福祉サービスの充実

農林水産業の担い手の確保

〔 ～ 歳〕

54.7

33.5

24.1

23.4

23.1

21.0

20.0

18.9

17.8

17.5

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 誰もが働きやすい職場環境の整備

４ 医療提供体制の整備

５ 介護・福祉サービスの充実

６ 高校生や大学生の県内就職の促進

７ 道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上

８ 農林水産業の担い手の確保

９ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

鉄道や航空・地域交通などの整備

〔 ～ 歳〕

 
 
 
 



－ －

【年代別】

全年代共通で「若者に魅力的な働く場の確保」、「結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備」、「誰もが

働きやすい職場環境の整備」が上位となっている。また、年代が上がるにつれて、「介護・福祉サービスの

充実」の順位が上位となっている。

～ 歳と ～ 歳では、 歳以上にない「鉄道や航空・地域交通などの整備」が上位 項目に入っ

ている。他の年代にない項目として、 ～ 歳では、「女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援」が 位、

「県内への移住の促進」が 位、 ～ 歳では、「道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上」が 位、

歳以上では、「豊かな人間性を育む教育の充実」が 位、「快適で安らげる生活基盤の整備」が 位とな

っている。

54.5

48.6

28.9

21.8

20.1

18.0

17.8

16.1

15.6

12.8

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 誰もが働きやすい職場環境の整備

４ 高校生や大学生の県内就職の促進

５ 女性の活躍推進と仕事と家庭の両立支援

６ 鉄道や航空・地域交通などの整備

７ 医療提供体制の整備

８ 県内への移住の促進

９ 介護・福祉サービスの充実

農林水産業の担い手の確保

〔 ～ 歳〕

54.7

33.5

24.1

23.4

23.1

21.0

20.0

18.9

17.8

17.5

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

３ 誰もが働きやすい職場環境の整備

４ 医療提供体制の整備

５ 介護・福祉サービスの充実

６ 高校生や大学生の県内就職の促進

７ 道路ネットワークの整備と道の駅の魅力向上

８ 農林水産業の担い手の確保

９ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

鉄道や航空・地域交通などの整備

〔 ～ 歳〕

 
 
 
 



－ －

53.1

28.7

24.1

24.0

20.7

20.4

18.5

17.1

16.7

14.0

１ 若者に魅力的な働く場の確保

２ 介護・福祉サービスの充実

３ 結婚、出産、子育てのしやすい環境の整備

４ 誰もが働きやすい職場環境の整備

５ 農林水産業の担い手の確保

６ 地域経済をけん引する企業の創出・育成

７ 高校生や大学生の県内就職の促進

８ 医療提供体制の整備

９ 豊かな人間性を育む教育の充実

快適で安らげる生活基盤の整備

〔 歳以上〕

－ －

第３章 県の特定課題について

特定の課題に関する意識（問３）

１ 県の広報活動について

（１）県が発信する情報の取得方法

① あなたは、県の施策・事業等を何から知ることが多いですか（○はいくつでも）。

全体では、「新聞記事やテレビ、ラジオ等のニュース番組」の割合が ％と最も高く、「県が発行する

広報紙」の ％、「県政広報番組」の ％と続いている。

年代別では、全年代共通で「新聞記事やテレビ、ラジオ等のニュース番組」の割合が最も高い。また、「ソ

ーシャルメディア」の割合は、 ～ 歳で ％と最も高いのに対し、 歳以上で ％と最も低い。

【全体】

69.1

54.4

30.2

12.7

9.8

0.7

2.6

新聞記事やテレビ、ラジオ等のニュース番組

県が発行する広報誌（全戸配布広報誌・新聞広告等）

県政広報番組（テレビ、ラジオ）

県のウェブサイト（「美の国あきたネット」等）

ソーシャルメディア（ブログ、ツイッター、

フェイスブック、動画サイト等）

その他

無回答

 


